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財政用語の解説

村税負担の状況

村債（借入金）の状況 基金の状況
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　村では、皆さんの納めた税金などがどのように使われているか知っていただくため、年２回財政状況をお

知らせしています。今回は、平成20年９月30日時点での予算執行状況と財産･村債の状況などを公表します。

会　計　別 予算額
歳　　入 歳　　出

調定額 執行率 支出負担行為額 執行率

国 民 健 康 保 険 事 業 2,632,186 1,737,590 66.0％ 1,192,177 45.3％

老 人 保 健 事 業 262,800 198,420 75.5％ 192,839 73.4％

後 期 高 齢 者 医 療 251,082 129,003 51.4％ 88,290 35.2％

介 護 保 険 事 業 1,700,868 905,572 53.2％ 686,229 40.3％

介 護 サ ー ビ ス 事 業 7,457 4,729 63.4％ 463 6.2％

東海駅西土地区画整理事業 93,488 94,966 101.6％ 8,536 9.1％

東海駅東土地区画整理事業 140,321 75,165 53.6％ 17,514 12.5％

東海駅西第二土地区画整理事業 425,729 226,754 53.3％ 162,371 38.1％

東海中央土地区画整理事業 993,116 403,618 40.6％ 417,987 42.1％

東 海 村 公 共 下 水 道 事 業 1,572,317 933,030 59.3％ 797,802 50.7％

総　　計 8,079,364 4,708,847 58.3％ 3,564,208 44.1％

（単位：千円）

科　目 予算額 調定額 執行率

村 税 12,222,891 12,345,311 101.0％

地 方 譲 与 税 182,000 59,065 32.5％

地方消費税交付金 347,000 210,239 60.6％

分担金および負担金 195,073 91,080 46.7％

使用料および手数料 250,119 115,895 46.3％

国 庫 支 出 金 1,826,152 115,313 6.3％

県 支 出 金 656,244 48,446 7.4％

繰 入 金 363,030 0 0.0％

繰 越 金 1,122,771 1,122,772 100.0％

村 債 1,408,600 0 0.0％

そ の 他 396,237 158,262 39.9％

総　　計 18,970,117 14,266,383 75.2％

《歳入》

科　目 予算額 支出負担行為額 執行率

土 木 費 4,047,878 1,854,059 45.8％

民 生 費 3,491,915 1,744,503 50.0％

教 育 費 3,300,764 1,806,718 54.7％

総 務 費 2,233,651 1,264,507 56.6％

衛 生 費 2,021,794 1,114,031 55.1％

公 債 費 933,003 499,584 53.5％

消 防 費 591,722 272,924 46.1％

農 林 水 産 業 費 589,609 133,777 22.7％

議 会 費 200,802 101,003 50.3％

商 工 費 140,046 105,693 75.5％

そ の 他 1,418,933 512,074 36.1％

総　　計 18,970,117 9,408,873 49.6％

《歳出》

（単位：千円）

平成20年度の財政状況平成20年度の財政状況（中間報告）（中間報告）

　平成20年度上半期（平成20年４月１日～９月30日）の一般会計予算執行状況

・歳入執行率：75.2％（対前年度比7.9％の減）　・歳出執行率：49.6％（対前年度比5.4％の増）

　村税が予算額122億2,289万1,000円に対し、調定額123億4,531万1,000円と、すでに予算を上回る収

入が見込まれています。その一方で、国庫支出金や県支出金、村債の執行率は低い状況にあります。国

庫支出金や県支出金については、年度後半に交付されるものが多く、村債については、歳出の執行状

況を確認し、年度後半に借り入れを予定しているためです。また、交付金の交付状況が昨年度より少

額であったため、執行率は下がっています。一方、歳出の執行率は上がっています。これは、白方小

学校の建設や、「東海ＰＡスマートＩＣ」の関連道路工事が始まったためです。

（単位：千円）

一般会計予算執行状況一般会計予算執行状況

特別会計予算執行状況特別会計予算執行状況
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◇一般会計…村民税や固定資産税

など、皆さんが納めたお金を財

源として、福祉や環境衛生、教

育、道路建設などの事業を行う

中心的な会計。

◇特別会計…特定の事業を行う場

合に、一般会計と区分して経理

するための会計。

◇調定額…当該年度に収入するも

のとして決定したお金。

◇支出負担行為額…当該年度に支

出するものとして決定したお金。

◇村税…村民税や固定資産税など、

皆さんに納めていただくお金。

◇地方譲与税…国税として徴収さ

れた後、国から村に一定の基準

で譲与されるお金。

◇地方消費税交付金…納めた消費税

のうち、県から交付されるお金。

◇国庫支出金…村が行う特定の事業

に対して、国から交付されるお金。

◇県支出金…村が行う特定の事業

に対し、県から交付されるお金。

◇繰入金…基金や特別会計からの

受け入れ金。

◇繰越金…前年度から繰り越され

たお金。

◇村債…国や民間金融機関などか

財政用語の解説財政用語の解説 ら借り入れたお金（借金）。

◇土木費…道路、公園の整備など

に使われるお金。

◇民生費…福祉、医療などに使わ

れるお金。

◇教育費…小・中学校、幼稚園、社

会教育などに使われるお金。

◇総務費…全般的な管理事務や財

政･財産管理、選挙などに使わ

れるお金。

◇衛生費…保健衛生、環境衛生、

ごみ、し尿処理などに使われる

お金。

◇公債費…村債（借金）の元金や利

子の償還に使われるお金。

借入先 平成20年９月30日現在高

普
通
会
計

財 務 省 50億4,525万円
（株）かんぽ生命保険 16億8,452万円
（株）ゆうちょ銀行 3,516万円
公営企業金融公庫 1億7,799万円
銀 行 等 4億2,556万円
全 国 自 治 協 会 0円
環境再生保全機構 9,476万円
茨 城 県 913万円

計 74億7,237万円
介
護
会
計

茨 城 県 1,420万円
計 1,420万円

下
水
道
会
計

財 務 省 32億4,161万円
（株）かんぽ生命保険 27億5,180万円
公営企業金融公庫 30億3,978万円
銀 行 等 187万円

計 90億3,506万円
合　計 165億2,163万円

名　称 平成20年９月30日現在高

財 政 調 整 基 金 35億2,655万円

減 債 基 金 31億2,881万円

奨 学 基 金 1億4,658万円

芸 術 振 興 基 金 1,000万円

国 際 交 流 基 金 1,704万円

地 域 福 祉 基 金 2億1,129万円

臨界事故事後対策基金 250万円

公立学校施設整備基金 30億4,650万円

照沼小学校建設基金 7億5,000万円

児童福祉施設整備基金 2億8,590万円

国民健康保険支払準備基金 8,358万円

介護給付費準備基金 3,781万円

緑 化 基 金 2億8,871万円

消防緊急通信指令施設整備基金 1億2,000万円

土 地 開 発 基 金 3億円

合　計 119億5,527万円

収入済額 １世帯当たり負担額 １人当たり負担額

村税 91億128万円 64万5,023円 24万7,223円

村民税 14億939万円 9万9,886円 3万8,284円

うち個人分 11億4,979万円 8万1,488円 3万1,233円

固定資産税 69億1,203万円 48万9,867円 18万7,755円

うち個人分 8億7,010万円 6万1,665円 2万3,635円

軽自動車税 5,456万円 3,867円 1,482円

村たばこ税 1億882万円 7,712円 2,956円

入湯税 3万円 2円 1円

都市計画税 6億1,645万円 4万3,689円 1万6,745円
うち個人分 1億3,134万円 9,308円 3,568円

※「１世帯当たり負担額」「１人当たり負担額」は、村税収入済額を平成20年10月１日現在の住民基本台帳法
に基づく世帯数（14,110世帯）と人口（36,814人）で除したものです。

※ ※

村税負担の状況村税負担の状況

村債（借入金）の状況村債（借入金）の状況 基金の状況基金の状況 平成20年度の財政状況（中間報告）

一般会計予算執行状況

特別会計予算執行状況
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高齢者の介護をみんなで支えようと、平成12年４月に導入された「介護保険制度」――既に皆さんご存知のように、

被保険者のうち、65歳以上の要介護の方や40歳～64歳で特定疾病を患う方などが必要なサービスを受けられる

制度で､40歳以上の方の保険料と税金により市町村によって運営されているものです。しかし、制度導入後８年間

の傾向を見ますと、サービス利用者と経費は全国的に増加の一途をたどっており、東海村でも同様の状況にあります。

そこで今月の「広報とうかい」では、今日までの東海村介護保険事業の実施状況をお知らせすることにします。
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「居宅サービス」（＃１）…自宅等で生活する要介護者が利用する介護サービス。訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリテーション、
通所介護、通所リハビリテーション、短期入所生活介護、短期入所療養介護、福祉用具貸与などがある。
「地域密着型サービス」（＃２）…「居宅サービス」と「施設サービス」の中間に位置付けられる介護サービス。要介護者が家庭に近い住環境
の中で共同生活を営みつつ、日常生活上の支援や機能訓練等を受ける「認知症対応型共同生活介護」（グループホーム）などがある。
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合計255人

合計637人
合計671人

合計720人

第１号被保険者
（65歳以上）の保険料

19.0%

第２号被保険者
（40歳～64歳）の保険料

31.0%

村公費

12.5%

県負担金

12.5%

国負担金

20.0%

調整交付金

5.0%

■
介
護
保
険
財
政
の
状
況（
財
源
構
成
）﹇
図
表
❹
﹈

要
介
護（
要
支
援
）認
定
者
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
き
の

費
用
は
▽
利
用
者
本
人
が
負
担
す
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
▽
被
保
険

者
が
納
付
す
る
介
護
保
険
料
▽
公
費
―
―
の
３
つ
で
賄
わ
れ
て
お

り
、
保
険
料
と
公
費（
国･

茨
城
県･

東
海
村･

調
整
交
付
金
）が
そ
れ

ぞ
れ
負
担
す
る
割
合
は
２
分
の
１
ず
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■「
保
険
給
付
費
」に
つ
い
て﹇
図
表
❻･

図
表
❼
❽（
６
ペ
ー
ジ
）﹈

「
保
険
給
付
費
」と
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
掛
か
る
費
用
の
う
ち
、

利
用
者
本
人
が
負
担
す
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
料（
原
則
１
割
）を
除
い

た
経
費（
９
割
）の
こ
と
で
、
こ
の
９
割
が「
医
療
保
険
者
」（
東
海
村
）

に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
こ
と
を「
保
険
給
付
」と
い
い
ま
す
。
こ
の
保

険
給
付
の
割
合
は
、
図
表
❻
の
と
お
り
年
々
増
加
し
て
お
り
、
平

成
12
年
度
の
保
険
給
付
費
５
億
１
２
０
０
万
円
と
平
成
19
年
度
の

13
億
６
１
０
０
万
円
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
費
用
は
８
年
間
で
２

･

65
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
関
連
し
て
６
ペ
ー
ジ
の
図
表
❼
❽
で

平
成
19
年
度
一
年
間
の
給
付
総
額
の
内
訳
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
割

合
で
い
え
ば
、「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
」が
47･

５
％
、「
施＃
３

設
サ
ー
ビ
ス
」が

41･

８
％
と
な
っ
て
お
り
、
両
サ
ー
ビ
ス
で
保
険
給
付
費
の
大
部
分

が
占
め
ら
れ
る
結
果
が
数
値
に
表
れ
て
い
ま
す
が
、
一
人
当
た
り
に

置
き
換
え
る
と
、サ
ー
ビ
ス
別
で
大
き
く
異
な
り
、「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
」

と「
施
設
サ
ー
ビ
ス
」に
は
１
６
３
万
円（
＝
２
９
１
万
円
‐
１
２
８
万

円
）も
の
開
き
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

2億円

5億円

8億円

11億円

14億円

その他

施設サービス

地域密着型サービス

居宅サービス

平成19年度平成18年度平成17年度平成12年度

３億900万円

５億6,600万円

４億9,500万円

2,600万円

５億100万円

200万円

６億1,100万円
２億100万円

6,400万円

7,500万円

7,000万円
7,400万円

６億4,600万円

５億7,000万円

（給 付 総 額）
５億1,200万円

（給 付 総 額）
11億3,800万円

（給 付 総 額）
13億6,100万円

（給 付 総 額）
11億9,900万円

❹
保
険
給
付
費
の
財
源
構
成

❻
サ
ー
ビ
ス
別･

保
険
給
付
費
の
推
移（
年
間
）

❺サービス別･利用者数
（１か月当たり）の推移（各年度末）

平 成
12年度

平 成
17年度

平 成
18年度

平 成 19 年 度

構 成 比

要 支 援 15人 102人 ー ー ―

要支援１ ー ー 80人 57人 6.4％

要支援２ ー ー 57人 84人 9.5％

要介護１ 68人 200人 162人 123人 13.8％

要介護２ 94人 169人 173人 161人 18.1％

要介護３ 76人 117人 147人 177人 19.9％

要介護４ 71人 94人 113人 141人 15.9％

要介護５ 95人 139人 150人 146人 16.4％

合 計 419人 821人 882人 889人 100.0％

❸（要介護度別）要介護･要支援認定者者数の推移（各年度末）

「施設サービス」（＃３）…「介護老人福祉施設」（特別養護老人ホーム）や「介護老人保健施設」などの介護保険施設に入所し、食事･入浴･排せつ等
の介護、相談、機能訓練などの提供を短･中期的に受ける介護サービス。
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チ
ャ
ン
ネ
ル

９

チチチチチチチ

を
受
け
た
り
、
デ
イ
ケ
ア
事

業
や
就
労
支
援
事
業
な
ど
を

通
し
て
、
精
神
障
が
い
が
あ

る
方
の
社
会
参
加･

社
会
復
帰

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
と
支
援
す
る
複
合
施
設「
な
ご
み･

総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
舟
石
川
駅
東
三
丁
目

９
番
33
号
）で
実
施
の
事
業･

サ
ー
ビ
ス
を

紹
介
す
る「
な
ご
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」―
―
今

回
は「
精
神
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

「
精
神
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」

〝
現
代
は
ス
ト
レ
ス
社
会
に
あ
る
〞と
い

う
今
日
、〝
心
の
風
邪
〞と
も
い
わ
れ
る「
う

つ
病
」や「
統
合
失
調
症
」な
ど
の〝
心
の
病

気
〞に
か
か
る
人
が
急
増
し
て
い
ま
す
。〝
心

の
病
気
〞と
は
、「
病
気
」（
治
療
可
能
な
症

状
）と「
精
神
障
が
い
」が
混
在
す
る
こ
と
が

特
徴
と
さ
れ
る
疾
患
で
、
特
定
の
人
だ
け

が
か
か
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
体
調
を
崩
し
て
風
邪
を
ひ
く
よ
う
に
、

誰
も
が
な
り
得
る
も
の
で
す
。「
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
な
い
」「
長
時
間

の
仕
事
が
で
き
な
い
」な
ど
、
見
た
目
に
は

分
か
り
に
く
い
障
が
い
の
た
め
、
周
囲
に

誤
解
を
与
え
た
り
、
理
解
し
て
も
ら
え
ず

独
り
悩
ん
で
い
る
人
は
決
し
て
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

「
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
は
、

精
神
障
が
い
者
や
家
族
の
方
か
ら
の
相
談

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
デ
イ
ケ
ア
事
業
は
、

毎
週
金
曜
日
の
午
前
中
に
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
参
加
者
同
士
の
話
し
合
い
で
決
め

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

活
動
メ
ニ
ュ
ー
を
通
し
て
、
集
団
活
動
へ
の

対
応
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
集
中

力
な
ど
を
養
い
、
そ
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
和
気
あ

い
あ
い
と
楽
し
め
る〝
こ
こ
ろ
の
居
場
所
〞と

し
て
多
く
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

な
お〝
な
ご
み
〞で
は
、
自
立
支
援
医
療

や
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
申
請
手
続
き
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
悩
み
の
こ
と

な
ど
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
デ
イ
ケ
ア
事
業
参
加
者
の〝
声
〞

【
舟
石
川
駅
西･

女
性
】東
海
村
の

デ
イ
ケ
ア
に
参
加
し
て
10
か
月
に

な
り
ま
す
。
活
動
メ
ニ
ュ
ー
は
み
ん
な
の

話
し
合
い
で
決
め
ま
す
。
屋
外
で
活
動
す

る
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
か
。
毎
回
の
参

加
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

【
村
松･

女
性
】デ
イ
ケ
ア
で
は
た

く
さ
ん
の
友
達
が
で
き
ま
し
た
。

出
掛
け
る
機
会
も
多
く
、
と
て
も
楽
し
い

で
す
。
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
問

合

せ 

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン

タ
ー（
福
祉
部
介
護
福
祉
課
地
域
支
援
室 

☎
287
局
２に

こ

に

こ

５
２
５
）

▼ ▼

東
海
村
介
護
保
険
事
業
の
実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
介
護
保
険
事
業
計
画（
第
４
期
）の
策
定
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま
す

介
護
保
険
法
で
は
、
市
町
村
が
介
護
保
険
事
業
を
円
滑
に
運
営
し
て
い
く
た
め
の「
介

護
保
険
事
業
計
画
」を
３
年
ご
と
に
策
定
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
村
で
は
現
在
、

平
成
21
年
度
か
ら
の
３
か
年
を
計
画
期
間
と
す
る
第
４
期
計
画
策
定
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
計
画
策
定
と
併
せ
て
は
、
皆
さ
ん
が
納
付
す
る
介
護

保
険
料
も
見
直
さ
れ
、
来
年
度
か
ら
の
保
険
料
が
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
個
人
の
介
護
保
険
料
は
、
基
準
額
と
調
整
率（
負
担
能
力
に
応
じ
て
６
段
階
に
区
分
）

の
積
に
よ
り
一
人
ひ
と
り
計
算
さ
れ
ま
す
。

過
去
に
お
け
る
65
歳
以
上
の
方（
第
１
号
被
保
険
者
）の
介
護
保
険
料
の
推
移

平
成
12
年
度
〜
平
成
14
年
度
…
基
準
額（
１
９
４
０
円
）×
調
整
率（
０･

５
〜
１･

５
）

平
成
15
年
度
〜
平
成
17
年
度
…
基
準
額（
２
８
３
０
円
）×
調
整
率（
０･

５
〜
１･

５
）

平
成
18
年
度
〜
平
成
20
年
度
…
基
準
額（
３
９
８
０
円
）×
調
整
率（
０･

５
〜
１･

５
）

■
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
―
―
。

介
護
福
祉
課
で
要
介
護
認
定
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
後
、
村
の
職
員
が
自

宅
や
病
院
等
を
訪
問
し
、
心
身
の
状
態
を
調
査
し
ま
す
。
こ
の
調
査
結
果
と
主
治
医
の

意
見
書
に
基
づ
き
、「
東
海
村
介
護
認
定
審
査
会
」で
介
護
の
必
要
度
を
審
査･

判
定
し
、

「
要
支
援（
１･

２
）」「
要
介
護（
１
〜
５
）」と
認
定
さ
れ
た
方
や
、
要
支
援･

要
介
護
に
な
る

恐
れ
が
あ
る
と
さ
れ
た
高
齢
者
の
方
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お問い合わせ●福祉部介護福祉課介護保険担当（☎282-1711 内線1163）

居宅
サービス

①（訪問･通所）介護
②福祉用具貸与
③通所リハビリ
④その他

６億4,652万円
（47.5％）

地域密着型サービス
7,035万円
（5.2％）

施設
サービス

介護老人福祉施設
３億2,740万円
（24.0％）

介護老人保健施設
１億8,201万円
（13.4％）

介護療養型医療施設
6,039万円
（4.4％）

その他
サービス

①（高額･特定入所者）
介護サービス費
②その他

7,521万円
（5.5％）

合計 13億6,188万円

❼サービス別･介護保険給付費（平成19年度）

居宅サービス 128万 4,000円

地域密着型サービス 286万 1,000円

施設サービス 291万 6,000円

平均 178万円

❽サービス別･認定者１人当たりの年間給付費
（平成19年度）
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●今年度の定額の保険料（均等割）支払いで７割軽減されていた方の軽減率が8.5割になりました。

これにより、年金から支払っていた方の10月から今年度末までの支払いはありません。

●保険料の賦課の基となる総所得金額等が58万円（年金収入のみの方は年額211万円）以下の方

は、所得に応じた保険料（所得割）が５割軽減されるようになります。

　（例）年金収入（※１）が200万円の方は、所得割額が年額35,720円から17,860円になりました。

　※１…年金収入とは、遺族年金や障害年金等の非課税年金を除く老齢基礎年金等の収入です。

■保険料の軽減率が変更になりました

●長寿（後期高齢者）医療制度加入者の方や、65歳～ 74歳(前期高齢者)の国民健康保険加入者だ

けの世帯の保険料（税）は、原則として年金から天引きですが、一定の要件に該当する方は、居

住する市町村へ申請することにより、口座振り替えに変更することができるようになりました。

なお、納付した保険料（税）は、所得税や個人住民税の社会保険料控除の対象となり、実際に支

払った方に社会保険料控除が適用されます。

●社会保険料控除が適用される方は次のようになります。

　　①年金から天引きの場合…年金から保険料（税）を天引きされた本人

　　②現金や口座振り替えの場合…実際に保険料（税）を支払った方

　世帯主または配偶者が口座振り替えにより支払う場合は、その支払った世帯主または配偶者

に社会保険料控除が適用され、世帯としての所得税･個人住民税の負担が軽減される場合があ

りますので、申告の際にご利用ください。

長寿（後期高齢者）医療制度加入者の方や
65歳～ 74歳の国民健康保険加入者だけの世帯の方へ
■保険料の口座振り替えが可能になりました（一定要件に該当する方）

長寿（後期高齢者）医療制度について　茨城県後期高齢者医療広域連合（☎309-1212）、

東海村福祉部保健年金課医療福祉担当（☎282-1711　内線1134）

　国民健康保険について　東海村福祉部保健年金課国保年金担当（☎282-1711　内線1132）

●平成20年３月まで被用者保険の被保険者だった方（75歳以上で働いていた方）は、納付書等による

支払いが年金からの支払いに変わります。口座振り替えを希望する方は手続きをお願いします。

●平成20年３月まで被用者保険の被扶養者だった方は、４月から９月までは保険料の納付が免除され

ていましたが、すべての高齢者の方々に保険料を公平に負担していただくため、10月からは保険料

の納付が必要となります。定額の保険料（均等割）の負担割合は１割です。

　　なお、次のいずれかに該当する方は、年金からの支払いではなく、納付書等による支払いと

なります。①年金額が年額18万円（月額１万5,000円）未満の方　②介護保険の保険料と長寿医

療制度の保険料の合計額が、年金額の２分の１を超える方

■平成20年３月まで被用者保険（※２）だった方へ

お問い合わせ

長寿（後期高齢者）医療制度のお知らせ長寿（後期高齢者）医療制度のお知らせ

※２…医療保険制度を大別すると、自営業者や農業従事者、無職の方などが加入する国民健康保険と、

健康保険組合や政府管掌健康保険などの被用者保険の２つに分類されます。



公共下水道事業の認可区域を拡大します

●問 合 せ 建設水道部下水道課業務担当･工務担当（☎282-1711　内線1221･1224）

8 ●

住住住

が
民
が
民
が
民
が
民
が
民
が
民

役
主
役
主
役
主
役
主
役
主
役
主

の
ま
の
ま
の
ま
の
ま
の
ま
の

づづ
ち
づ
ち
づ
ち
づ
ち
づ
ち

り
く
り
く
り
く
り
ののの
ルルルル

ルルルルルル連 載
２

　

連
載
２
回
目
の
今
回
は
、「
今
ま
で（
自
治
基
本
条
例
が
）

な
く
て
も
や
っ
て
こ
れ
た
の
に
、
な
ぜ
必
要
な
の
か
？
」と

い
う
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
理
由
は
、
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
が
、
主
な
も
の
に「
地
方
分
権
の
推
進
」が
あ
り
ま
す
。

　

従
来
の
国
と
地
方
の
関
係
は
、
上じ

ょ

う

い

か

た

つ

意
下
達
の
関
係
で
、

地
方
が
独
自
に
行
政
の
事
務･
権
限
を
決
定
し
実
施
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
住
民
に
と
っ
て
身
近

な
行
政
に
つ
い
て
は
、
国
も
出
先
機
関
を
設
け
て
事
務

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
弊
害
は
、
二
重
行
政
を
招

く
こ
と
と
な
り
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
抜
本
的
見

直
し
な
ど
が「
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
」か
ら
第
一

次
勧
告
と
し
て
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
国
は
、
住

民
に
と
っ
て
身
近
な
行
政
は
地
方
で
担
う
よ
う
事
務
権

限
の
移
譲
や
出
先
機
関
の
廃
止･

縮
小
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。
現
在
、
こ
れ
ま
で
国･

県
の
出
先
機
関
で
行
わ
れ
て

き
た
事
務
の
多
く
は
、「
市
」で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
今
後
間
違
い
な
く「
町
村
」で
も
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
分
権
推
進
に
よ
り
、「
東
海
村
の
こ
と
は
東
海
村
で

決
め
る
」こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
と
き
の
理
念
が
自
治

基
本
条
例
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
て
制

定
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
条
例
で
住
民
に
新
た
な
負
担

を
課
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
村
民
主
体
の
原
則
」な

ど
を
条
例
で
明
文
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
た
り
前
の
こ

と
が
次
世
代
に
も
受
け
継
が
れ
る
よ
う
意
図
し
、
住
民
主

体
の
行
政
経
営
を
目
指
す
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
の
上
で
は
必
要
と
な
る
基
本
的
な
ル
ー
ル
な
の
で
す
。

問
合
せ
●
総
務
部
自
治
推
進
課
自
治
推
進
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
３
４
１
）

▼

　

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
か
ら
選
ば
れ
る
裁
判
員
が
刑

事
裁
判
に
参
加
す
る
制
度
で
す
。
６
人
の
裁
判
員
と
３

人
の
裁
判
官
が
刑
事
裁
判
に
立
ち
会
い
、
被
告
人
が
有

罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か

を
判
断
し
ま
す
。

　

裁
判
員
裁
判
の
実
施
に
向
け
て
、
水
戸
地
方
裁
判
所

で
は
、
県
内
44
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
く
じ
で

選
ん
で
作
成
し
た
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
こ
の
秋
に
平
成

21
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
載
っ
た
方
に
は
11
月
29
日

（
土
）ご
ろ
か
ら
12
月
10
日（
水
）ご
ろ
ま
で
に
、
名
簿
に
記

載
さ
れ
た
こ
と
の
通
知（
名
簿
記
載
通
知
）を
お
送
り
し
ま

す
。
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
具
体
的
な
事
件
の
裁
判
員

候
補
者
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
す
ぐ

に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
名

簿
記
載
通
知
と
同
時
に
、
裁
判
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
な

い
職
業
に
就
い
て
い
る
か
ど
う
か（
就
職
禁
止
事
由
の
有

無
）や
１
年
を
通
じ
て
の
裁
判
員
の
辞
退
希
望
の
有
無･

理

由
な
ど
を
お
尋
ね
す
る｢

調
査
票｣

を
お
送
り
し
ま
す
の
で

返
送
し
て
く
だ
さ
い（
明
ら
か
に
裁
判
員
に
な
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
や
１
年
を
通
じ
て
辞
退
事
由
が
認
め
ら
れ
る

方
に
は
、
裁
判
所
か
ら
選
任
手
続
期
日
の
お
知
ら
せ（
呼

出
状
）が
届
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

●
問

合

せ 

水
戸
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係（
☎

224
局
８
４
０
８
）　

※
裁
判
員
制
度
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（h

ttp
://w
w
w
.

saib
an
in
.co
u
rts.g
o.jp
/

）で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

平
成
平
成
2121
年
５
月

年
５
月
2121
日
、
日
、

裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す
！

裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が
所
得
税･

村

民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明

す
る「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」の

は
が
き
が
社
会
保
険
庁
か
ら
11
月
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
証

明
内
容
は
、
平
成
20
年
１
月
か
ら
10
月
１
日
ま
で
の
間
に

納
付
さ
れ
た
年
金
保
険
料
額
と
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ

る
場
合
の
納
付
見
込
み
額
で
す
。
な
お
、
年
の
途
中
か
ら

国
民
年
金
に
加
入
し
た
場
合
な
ど
、
10
月
２
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
方
に
つ
い

て
は
、
翌
年
２
月
に
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、被
保
険
者
本
人
だ
け
で
な
く
、

そ
の
世
帯
の
世
帯
主
や
配
偶
者
も
連
帯
し
て
納
付
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
は
、
そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納
付
し
た
方

の
所
得
税
等
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
年
末
調

整
の
手
続
き
の
際
に
ご
自
身
の
社
会
保
険
料
の
額
と
合

算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問

合

せ 

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
担
当

（
☎
282
局
１
７
１
１　

内
線
１
１
３
３
）

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」に
関
す
る
相
談
会

●
期　
　

日 

11
月
20
日（
木
）

●
場　

　

所 

東
海
村
役
場
２
階
２
０
５
会
議
室

●
持
参
す
る
物 

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」、
年
金
証
書
ほ
か

　

※
代
理
の
方
は
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み 

11
月
13
日（
木
）の
午
前
８
時
30
分
以
降
に

保
健
年
金
課
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
先
着
15
人
）。

国
民
年
金

だ 

よ 

り

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」を
郵
送
し
ま
し
た

控
除
証
明
書
」を
郵
送
し
ま
し
た
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　村では、生活環境の改善や公衆衛生の向上、河川･海などの公共用水域の水質保全に向けて、下水道の

整備を進めています。

　これまでの公共下水道事業認可面積は1,323ヘクタールでしたが、今回168ヘクタールを拡大して1,491ヘ

クタールとなります。なお、整備済み面積は1,074.5ヘクタールで、整備率は81.2パーセント（拡大前）です。

　今回拡大する区域は、年次計画により平成21年度から平成27年度を目標に整備を進めていく予定です。

公共下水道事業の認可区域を拡大します公共下水道事業の認可区域を拡大します

●問 合 せ 建設水道部下水道課業務担当･工務担当（☎282-1711　内線1221･1224）●問 合 せ 建設水道部下水道課業務担当･工務担当（☎282-1711　内線1221･1224）

は今回の認可区域

平
成
21
年
５
月
21
日
、

裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す
！

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」を
郵
送
し
ま
し
た
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東海村朗読ボランティア東海村朗読ボランティア

「こだま」がその活動を通「こだま」がその活動を通

して共に支え合う地域社して共に支え合う地域社

会づくりに大きく貢献し会づくりに大きく貢献し

たとして、たとして、舛添要一･厚舛添要一･厚

生労働大臣から生労働大臣から９月21日９月21日

付けで表彰――10月15付けで表彰――10月15

日には会長の市毛せつ子日には会長の市毛せつ子

さんほか３人の会員が村上村長を訪ね、喜びの報告を行いましさんほか３人の会員が村上村長を訪ね、喜びの報告を行いまし

た。「こだま」は、昭和56年４月の発足以来、村内の視覚障がいた。「こだま」は、昭和56年４月の発足以来、村内の視覚障がい

者への情報提供を目的として、東海村広報紙「広報とうかい」や者への情報提供を目的として、東海村広報紙「広報とうかい」や

書籍の音訳テープ制作･配布に務めてきた14人のグ書籍の音訳テープ制作･配布に務めてきた14人のグ

ループ。視覚障がい者が外出するきっかけになればループ。視覚障がい者が外出するきっかけになれば

と始められた「朗読のつどい」は、今年で26回目の開催と始められた「朗読のつどい」は、今年で26回目の開催

を迎えたほか、近年は福祉施設を訪問しての朗読なを迎えたほか、近年は福祉施設を訪問しての朗読な

ども行い、高齢者･障がい者との交流に深くかかわっども行い、高齢者･障がい者との交流に深くかかわっ

てきました。今回の表彰を受け、市毛さんに感想をてきました。今回の表彰を受け、市毛さんに感想を

伺ったところ、「音訳は地道な活動ではあるけれども、伺ったところ、「音訳は地道な活動ではあるけれども、

（受賞できたのは）この27年間を支えてこられた多くの（受賞できたのは）この27年間を支えてこられた多くの

先輩会員の功績が大きかった結果であり、これから先輩会員の功績が大きかった結果であり、これから

も長く続けていきたいと思います」と言葉少なめながも長く続けていきたいと思います」と言葉少なめなが

らも、期待高まる決意を表してくれました。らも、期待高まる決意を表してくれました。

●朗読ボランティア「こだま」に厚生労働大臣表彰

10月10日、第30回「地域安全･暴力追放茨城県民大会」に

おいて、ひたちなか西地区防犯連絡員協議会東海中学校

分会長の川松文夫さんが茨城県警察本部長と（財）茨城県

防犯協会理事長から「地域安全功労者表彰」を受けました。

川松さんは警察と協力し東海駅を中心に自転車盗難防止

に努めるなど年間を通して防犯パトロールに尽力。また、

同分会の木村喜久雄さん、根本哲
てっせい

成さん、同協議会東海

南中学校分会の根本粛
しゅくせい

正さんが住民･警察と連携した積

極的な防犯活動が認められ「優良防犯連絡員表彰」を受け

ました。日ごろからの防犯活動、ありがとうございます。

●日々の積極的な防犯活動に功労者表彰

「
常
陸
那
珂
港
」で

「
常
陸
那
珂
港
」で

開
港
開
港
1010
周
年
の
記
念
式
典

周
年
の
記
念
式
典

東
海
村
と
ひ
た
ち
な
か
市
の
地
先
に
あ
る

東
海
村
と
ひ
た
ち
な
か
市
の
地
先
に
あ
る

「
常
陸
那
珂
港
」の
開
港

「
常
陸
那
珂
港
」の
開
港
1010
周
年
を
記
念
す
る

周
年
を
記
念
す
る

式
典
が

式
典
が
1010
月月
2626
日
、
東
京
電
力
㈱
常
陸
那
珂

日
、
東
京
電
力
㈱
常
陸
那
珂

火
力
発
電
所
の
地
域
共
生
施
設「
ふ
れ
あ
い

火
力
発
電
所
の
地
域
共
生
施
設「
ふ
れ
あ
い

広
場
」体
育
館（
照
沼
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

広
場
」体
育
館（
照
沼
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
と
常
陸
那
珂
港
振
興
協
会（
会
長
＝

茨
城
県
と
常
陸
那
珂
港
振
興
協
会（
会
長
＝

本
間
源
基

本
間
源
基･･

ひ
た
ち
な
か
市
長
、
副
会
長
＝

ひ
た
ち
な
か
市
長
、
副
会
長
＝

村
上
村
長
ほ
か
）が
主
催
す
る
こ
の
式
典
に

村
上
村
長
ほ
か
）が
主
催
す
る
こ
の
式
典
に

は
、
国
土
交
通
省
や
港
を
利
用
す
る
企
業

は
、
国
土
交
通
省
や
港
を
利
用
す
る
企
業･･

団
体
等
か
ら
多
く
の
関
係
者
が
参
列
―
―

団
体
等
か
ら
多
く
の
関
係
者
が
参
列
―
―

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
本
間
市
長
は
、「
常
陸

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
本
間
市
長
は
、「
常
陸

那
珂
港
は
今
、
東
日
本
と
世
界
を
つ
な
ぐ
物

那
珂
港
は
今
、
東
日
本
と
世
界
を
つ
な
ぐ
物

流
拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
い
つ
つ
あ

流
拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
い
つ
つ
あ

る
。
港
の
周
辺

る
。
港
の
周
辺･･

後
背
地
に
は
大
手

後
背
地
に
は
大
手･･

関
連
企

関
連
企

業
も
多
数
進
出
し
、
雇
用
の
機
会
も
拡
大
し

業
も
多
数
進
出
し
、
雇
用
の
機
会
も
拡
大
し

て〝
力
〞が
つ
き
、〝
花
〞を
結
ぼ
う
と
し
て
い

て〝
力
〞が
つ
き
、〝
花
〞を
結
ぼ
う
と
し
て
い

る
」と
話
し
、「
常
陸
那
珂
港
」を
含
む「
ひ
た

る
」と
話
し
、「
常
陸
那
珂
港
」を
含
む「
ひ
た

ち
な
か
地
区
」が
着
実
な
発
展
を
遂
げ
て
い

ち
な
か
地
区
」が
着
実
な
発
展
を
遂
げ
て
い

る
こ
と
を
強
調
、
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

る
こ
と
を
強
調
、
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

「
常
陸
那
珂
港
」は
、
北
関
東
の
新
た
な
物

「
常
陸
那
珂
港
」は
、
北
関
東
の
新
た
な
物

流
拠
点
と
い
う
機
能
に
加
え
、
首
都
圏
の

流
拠
点
と
い
う
機
能
に
加
え
、
首
都
圏
の

電
力
需
要
に
対
応
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
を

電
力
需
要
に
対
応
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
を

担
う
重
要
港
湾
と
し
て
、
平
成
元
年
７
月
に

担
う
重
要
港
湾
と
し
て
、
平
成
元
年
７
月
に

着
工
し
、
平
成

着
工
し
、
平
成
1010
年年
1212
月
に「

月
に「
北北き

た
き
た

埠埠ふ

と

う

ふ

と

う頭頭
内内な

い

ぼ

う

な

い

ぼ

う貿貿

（
内
国
貿
易
）地
区
」、
平
成

（
内
国
貿
易
）地
区
」、
平
成
1212
年
４
月
に
は

年
４
月
に
は

「
北
埠
頭

「
北
埠
頭
外外が

い

ぼ

う

が

い

ぼ

う貿貿（
外
国
貿
易
）コ
ン
テ
ナ
タ
ー

（
外
国
貿
易
）コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
」が
供
用
開
始
。
平
成

ミ
ナ
ル
」が
供
用
開
始
。
平
成
1313
年
２
月
か

年
２
月
か

ら
は「
中
央
埠
頭
内
貿
地
区
」の
海
上
工
事
が

ら
は「
中
央
埠
頭
内
貿
地
区
」の
海
上
工
事
が

始
め
ら
れ
、
現
在
は
複
合
一
貫
輸
送
用
大
型

始
め
ら
れ
、
現
在
は
複
合
一
貫
輸
送
用
大
型

（左から）小山美津子さん、市毛せつ子さん、村上村長、（左から）小山美津子さん、市毛せつ子さん、村上村長、
加藤哲子さん、佐藤キヌエさん加藤哲子さん、佐藤キヌエさん

「こだま」による活動の様子。写真は、10月22日に中丸コミュニティセン「こだま」による活動の様子。写真は、10月22日に中丸コミュニティセン
ターで開催の第26回「朗読のつどい」。視覚障がい者を招き、短編小説やターで開催の第26回「朗読のつどい」。視覚障がい者を招き、短編小説や
落語の朗読と、昼食を囲んでの交流会を行いました。落語の朗読と、昼食を囲んでの交流会を行いました。

（左から）（左から）原田隆明さん（原田隆明さん（ひたちなか西警察署長）、根本粛正さん、ひたちなか西警察署長）、根本粛正さん、
根本哲成さん、木村喜久雄さん、川松文夫さん、村上村長根本哲成さん、木村喜久雄さん、川松文夫さん、村上村長
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10月26日、「ニート予防セミナー」が「いばらき若者サポートス

テーション」（NPO法人「すだち」が運営する厚生労働省受託事

業･相談窓口）と村との共催により「テクノ交流館リコッティ」で

開催されました。「“働こうとしない若者”であるニートは現在

の雇用環境が要因。人間関係をつくることが苦手なので、コ

ツコツと物を作っていくような産業が地域に必要です」と話す

のは講師の三
み わ

輪壽
しゅ う じ

二さん（茨城大学教育学部准教授）。引き

こもっているような場合は、「その人の主張や存在を尊重して

あげることが必要。個々のペースで徐々に外へ出て行く自信

を持たせることが大切です」ともアドバイスしてくれました。

●ニート､引きこもりについてのセミナーを開催

第９回「介護保険推進全国サミットinとうかいむら」が開催され

た10月17日、サイドイベント（補助的催し）として、東海村高齢

者クラブ連合会が主催する「グランドゴルフ サミットカップ」

が総合福祉センター「絆」（多目的グラウンド）で開かれました｡

グラウンド･ゴルフは、そのプレーに高度な技術を必要とせず、

誰でも始められるスポーツとして注目されているもの。東海村

でも、健康増進の一環として高齢者クラブを中心に楽しまれ

ており、会長を務める川又政美さんは、大会終了後、「100人

余りの会員の参加の下、健康と生きがいづくりをモットーに心

地よい汗を流すことができた」と感想を聞かせてくれました。

●楽しさの中に集中力､グラウンド･ゴルフ大会

岸
壁
の
整
備
が
進
む
中
、
定
期
コ
ン
テ
ナ

岸
壁
の
整
備
が
進
む
中
、
定
期
コ
ン
テ
ナ･･

ＲＲロ

ー

ロ

ー

ロ

ー

ロ

ー

Ｏ
Ｒ
Ｏ

Ｏ
Ｒ
Ｏ（
船
内
に
ト
ラ
ッ
ク
等
の
車
両
が
出

（
船
内
に
ト
ラ
ッ
ク
等
の
車
両
が
出

入
り
可
能
な
構
造
の
貨
物
船
）

入
り
可
能
な
構
造
の
貨
物
船
）

･･

在
来
航
路
と

在
来
航
路
と

し
て
は
、
内
航
２
航
路（
北
海
道

し
て
は
、
内
航
２
航
路（
北
海
道･･

四
国
）と
外

四
国
）と
外

航
５
航
路（
北
米

航
５
航
路（
北
米･･
欧
州
欧
州･･

韓
国
韓
国･･

中
国
中
国･･

極
東
ロ

極
東
ロ

シ
ア
）が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ひ
た

シ
ア
）が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ひ
た

ち
な
か
市
と
群
馬
県
高
崎
市
を
結
ぶ
延
長

ち
な
か
市
と
群
馬
県
高
崎
市
を
結
ぶ
延
長

１
５
０
㎞
の「
北
関
東
自
動
車
道（
東
水
戸
道

１
５
０
㎞
の「
北
関
東
自
動
車
道（
東
水
戸
道

路
を
含
む
）」の
整
備
と
併
せ
て
は
、
首
都
圏

路
を
含
む
）」の
整
備
と
併
せ
て
は
、
首
都
圏

に
お
け
る
物
流
の
合
理
的
再
編
や
北
関
東
の

に
お
け
る
物
流
の
合
理
的
再
編
や
北
関
東
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
も
期
待
さ

発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
と
も
期
待
さ

れ
て
お
り
、
港
の
計
画
総
面
積
７
５
２

れ
て
お
り
、
港
の
計
画
総
面
積
７
５
２
haha（
埋
（
埋

め
立
て
面
積
３
０
３

め
立
て
面
積
３
０
３
haha
）の
中
で
は
、
外
貿

）の
中
で
は
、
外
貿

２
１
０
０
万
ト
ン
、
内
貿
５
０
０
万
ト
ン
の

２
１
０
０
万
ト
ン
、
内
貿
５
０
０
万
ト
ン
の

貨
物
を
取
り
扱
う
中
核
国
際
港
湾
と
し
て
、

貨
物
を
取
り
扱
う
中
核
国
際
港
湾
と
し
て
、

北
埠
頭

北
埠
頭･･

中
央
埠
頭

中
央
埠
頭･･

南
埠
頭
の
３
埠
頭
の
完

南
埠
頭
の
３
埠
頭
の
完

成
が
急
が
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

成
が
急
が
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

白方地区委員会が主催する第９回「しらかた地

区交遊会まつり」が10月11日と12日の両日、白方コミュニティ

センターで開かれました。特に開催二日目の12日は、搗
つ

き

たての餅
もち

など食欲誘う“秋の味覚”の販売や写真･絵画等の

展示、頭の体操に効くソリティア等のゲーム、白方小学校

金管バンド部による演奏など、数々のイベントが多彩に催

され、終日の大にぎわい。会長の尾花光雄さんは、会場を

埋め尽くすばかりの来場者に、「こんなにも多くの皆さんが

地域のことに関心を持ち、来て楽しんでくれてうれしい限

りです」と満面に笑みをたたえ、この祭りが一層の地域の活

性化に結び付いていくことを願っていました。

●●みんな楽しくがキーワード､白方地区祭りみんな楽しくがキーワード､白方地区祭り

「常陸那珂港」と“同年齢”10歳の照沼小学校児童（右から西川健太郎くん･曳「常陸那珂港」と“同年齢”10歳の照沼小学校児童（右から西川健太郎くん･曳
沼佑菜ちゃん）や、村上村長（左）ほかによって行われた記念のくす玉割り沼佑菜ちゃん）や、村上村長（左）ほかによって行われた記念のくす玉割り



墨游展

１年間の勉強成果を
持ち寄って始まった
「墨游展」も、14回目
となりました。今回
は同一課題の作品を
各自の創意工夫で創
作しようと考えてい
ます。公募展とは異
なった書の表現を目
標としています。

アートグループ
“プラネット”絵画展

門前由弘さんを講師
とする絵画塾の生徒
作品展。表現力向上
のため、技術の習得
に励んできました。
皆さんからのご批評
をいただき、さらに
向上するため作品展
を開催します。

企画展「菱山裕子展
～空間に漂う造形」

アルミニウムネット
を素材にした立体造
形作品を制作してい
る菱山裕子さんの個
展。幅８ｍの巨大な
立体や、空間に浮か
んだり壁面から飛び
出したりする人物な
ど17点で構成します。

ＳＴＡＴＩＯＮ
　　　　　ＧＡＬＬＥＲＹ

■開館時間 菱山裕子展･墨游展…午前10
時～午後７時　プラネット絵画展…午前10
時～午後６時　※11月16日は午後１時開館、
29日は午後１時閉館、12月６日・13日は午
後３時閉館となります。
■場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎２階）
■問 合 せ 東海ステーションギャラリー
（☎287-3680）

11月30日（日）～12月６日（土）

12月７日（日）～13日（土） 11月16日（日）～29日（土）

12 ●

か
ね
て
村
民
の
皆
さ
ん
よ
り
ご
要
望
の
あ
り
ま
し
た

Ｊ
Ｒ
東
海
駅
の
待
合
室
が
完
成
し
、
10
月
16
日
か
ら
利

用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

「
自
由
通
路
」に
新
設
の
こ
の
待
合
室
に
は
、
冷
暖
房

設
備
と
飲
み
物
の
自
動
販
売
機
を
備
え
付
け
る
と
と
も

に
、
村
の
刊
行
物
や
観
光
案
内
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
ご
利
用
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
利
便
性
が
高
く
、
快
適
に
過
ご
せ
る
空
間

づ
く
り
に
配
慮
し
ま
し
た
。電
車
の
待
ち
時
間
と
し
て
、

ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
場
と
し
て
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
待
合
室
の
利
用
時
間 

午
前
５
時
〜
午
後
10
時

●
問
合
せ 

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化･

ス
ポ
ー

ツ
振
興
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
４
２
２
）

JRJR
東
海
駅「
自
由
通
路
」に
待
合
室
を
新
設

東
海
駅「
自
由
通
路
」に
待
合
室
を
新
設

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

ＰＡＲＴ . ９９ＰＡＲＴ . ９９

指導者からのメッセージ

青少年育成
体 験 記

　

４
年
前
、
少
年
団
の
案
内
を
見
て
息
子
と
娘
が

入
会
し
た「
東
海
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
ク
ラ
ブ
」。
２
年

前
か
ら
当
時
幼
稚
園
の
年
中
だ
っ
た
末
の
息
子
も

お
世
話
に
な
り
、
週
５
日（
少
年
団
は
３
日
）、
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
、
恵
ま

れ
た
環
境
で
卓
球
が
で
き
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
高
校
生
か
ら
幼
稚
園
児
の
会
員
と
交
流
で

き
る
こ
と
で
す
。
今
の
時
代
、
そ
の
よ
う
な
交
流

は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

試
合
も
多
く
、
村
の
卓
球
大
会
で
対
戦
し
た
中
学

生
と
仲
良
く
な
っ
た
り
、
他
県
に
も
よ
く
遠
征
す

る
の
で
、
団
体
行
動･

マ
ナ
ー
な
ど
、
す
べ
て
に

お
い
て
良
い
体
験
で
す
。

　

私
自
身
も
３
年
前
に
、
少
し
で
も
子
ど
も
の
練

習
相
手
が
で
き
れ
ば
と
、
村
の
卓
球
教
室
に
参
加

し
た
り
、
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
試
合
に
出
た
り
と
、

中
学
生
以
来
久
し
ぶ
り
の
卓
球
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
が
、
１
年
前
よ
り
末
の
息
子
を
含
め
て
幼
稚

園
児
や
初
心
者
が
多
数
入
会
し
た
こ
と
も
あ
り
、

バ
ン
ビ（
小
学
２
年
生
以
下
の
ク
ラ
ス
）
は〝
２
人

の
お
母
さ
ん
が
指
導
す
る
〞こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

経
験
も
技
術
も
な
い
私
が「
指
導
員
」と
い
う
大

役
は
、
と
て
も
勇
気
が
要
り
ま
し
た
。
ま
し
て
私
た

ち
の
ク
ラ
ブ
は
、
他
市
町
村
か
ら
あ
え
て
入
会
す

る
子
ど
も
も
い
る
ク
ラ
ブ
な
の
で
す
。
現
在
も
自
問

自
答
の
日
々
で
す
が
、
私
に
で
き
る
こ
と
を
精
い
っ

ぱ
い
や
り
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

初
心
者
や
小
さ
な
子
ど
も
は
最
初
、
ボ
ー
ル
を

キ
ャ
ッ
チ
し
た
り
、
ラ
ケ
ッ
ト
や
ボ
ー
ル
に
慣
れ

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。
ラ
リ
ー
は
続
か
な
い
の

で
、
指
導
員
が
ボ
ー
ル
を
出
し
て
打
た
せ
る
多
球

練
習
を
付
き
っ
き
り
で
行
い
ま
す
が
、
集
中
で
き

る
時
間
は
短
い
で
す
。
そ
れ
で
も
一
球
で
も
多
く

打
た
せ
て
、上
手
に
打
て
た
と
き
は
褒
め
た
い
し
、

共
に
喜
び
た
い
、
そ
し
て
試
合
で
勝
つ
喜
び
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
今
、
卓
球
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
楽

し
く
、
ま
た
多
く
の
卓
球
仲
間･

先
輩
と
の
出
会

い
は
宝
物
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
も
卓
球
を
通
し

て
、
数
多
く
の
出
会
い
が
あ
り
、
楽
し
く
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

東海ジュニア卓球クラブと出会って東海ジュニア卓球クラブと出会って
東海ジュニア卓球クラブ指導員東海ジュニア卓球クラブ指導員

　　亀下　亀下　菊菊
き く ちき く ち

池池　　靖靖
や す こや す こ

子子　　
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【
俳　

句
】

た
ま
き
は
る
彼
岸
の
夜
空
星
仰
ぐ

舟
石
川
駅
西　

辻
本　

國
男

風
の
日
の
蟷と

う
ろ
う螂
の
背
あ
か
ね
色

東　

海　

佐
藤　

と
よ

陽
光
の
射
し
て
日
の
出
の
す
す
き
か
な

東　

海　

伊
東　

幸
子

す
ず
虫
の
鳴
く
声
耳
に
眠
り
つ
く

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

こ
の
橋
を
渡
る
べ
か
ら
ず
秋あ

き

で

み

ず

出
水

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

野
分
け
晴
れ
風
の
独ど

く

ご語
は
途
切
れ
が
ち

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

嵐
去
り
澄
み
し
青
空
赤
と
ん
ぼ

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

音
の
す
る
ほ
ど
吹
く
の
か
よ
秋
の
風

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

父
に
似
し
案か

か

し

山
子
に
足
の
無
か
り
け
り

村　

松　

松
本　

正
勝

あ
い
た
た
と
親
子
笑
顔
の
栗
拾
い

外　
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外　

宿　

高
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す
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窓
際
の
木
々
の
紅
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は
じ
ま
り
て
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に
そ
の
色
の
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朝
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風
さ
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に
吹
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ち
こ
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煙
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な
び
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戴
き
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の
ご
は
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の
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か
り
し
友
の

や
さ
し
さ
思
い
つ
つ
食は
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須
和
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柴
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靖
子

猛
暑
過
ぎ
隣
の
空
き
地
虫
の
声
朝
ま
で
続

き
楽
隊
の
ご
と
し

舟
石
川
駅
東　

工
藤
和
一
郎

筑
波
嶺
の
遠
く
に
見
ゆ
る
バ
ラ
園
に
花
粉

症
の
吾
苦
に
し
つ
つ
を
り

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

山
畑
の
黄
花
の
蜜
を
吸
い
い
し
か
ギ
ョ
ロ

リ
睨
み
て
雀
蜂
と
ぶ南　

台　

根
本
内
俊
男

運
動
会
孫
の
胸
板
逞
し
く
無
心
に
競
う
姿

頼
も
し

村　

松　

高
橋　

正
弘

久
々
に
行
く
畔
に
咲
く
白
野
菊
夕
日
か
え

し
て
花
の
輝
く

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

墨游展墨游展

１年間の勉強成果を１年間の勉強成果を
持ち寄って始まった持ち寄って始まった
「墨游展」も、14回目「墨游展」も、14回目
となりました。今回となりました。今回
は同一課題の作品をは同一課題の作品を
各自の創意工夫で創各自の創意工夫で創
作しようと考えてい作しようと考えてい
ます。公募展とは異ます。公募展とは異
なった書の表現を目なった書の表現を目
標としています。標としています。

アートグループアートグループ
“プラネット”絵画展“プラネット”絵画展

門前由弘さんを講師門前由弘さんを講師
とする絵画塾の生徒とする絵画塾の生徒
作品展。表現力向上作品展。表現力向上
のため、技術の習得のため、技術の習得
に励んできました。に励んできました。
皆さんからのご批評皆さんからのご批評
をいただき、さらにをいただき、さらに
向上するため作品展向上するため作品展
を開催します。を開催します。

企画展「菱山裕子展企画展「菱山裕子展
～空間に漂う造形」～空間に漂う造形」

アルミニウムネットアルミニウムネット
を素材にした立体造を素材にした立体造
形作品を制作してい形作品を制作してい
る菱山裕子さんの個る菱山裕子さんの個
展。幅８ｍの巨大な展。幅８ｍの巨大な
立体や、空間に浮か立体や、空間に浮か
んだり壁面から飛びんだり壁面から飛び
出したりする人物な出したりする人物な
ど17点で構成します。ど17点で構成します。

ＳＴＡＴＩＯＮＳＴＡＴＩＯＮ
　　　　　ＧＡＬＬＥＲＹ　　　　　ＧＡＬＬＥＲＹ

■■開館時間開館時間 菱山裕子展･墨游展…午前10 菱山裕子展･墨游展…午前10
時～午後７時　プラネット絵画展時～午後７時　プラネット絵画展…午前10…午前10
時～午後６時　時～午後６時　※11月16日は午後１時開館、※11月16日は午後１時開館、
29日は午後１時閉館、12月６日・13日は午29日は午後１時閉館、12月６日・13日は午
後３時閉館となります。後３時閉館となります。
■■場　　所 場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎２階）ＪＲ東海駅（駅舎２階）
■■問 合 せ問 合 せ 東海ステーションギャラリー 東海ステーションギャラリー
（☎287-3680）（☎287-3680）

11月30日（日）～12月６日（土）11月30日（日）～12月６日（土）

12月７日（日）～13日（土）12月７日（日）～13日（土） 11月16日（日）～29日（土）11月16日（日）～29日（土）

JR
東
海
駅「
自
由
通
路
」に
待
合
室
を
新
設

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

ＰＡＲＴ . ９９

東海ジュニア卓球クラブと出会って
東海ジュニア卓球クラブ指導員

　亀下　菊
き く ち

池　靖
や す こ

子　



募集

幼児リトミックサークル新会員募集

いいんんふふぉぉ
ょょしし んんーーめめ

スタディ･サポーター◆中学校（数
学･英語･理科等）14人、小学校１人程度…担任
や

小学校専科指導員◆理科１人、図画工作１人、
音楽１人…

学校図書館指導員◆８人…

適応指導教室「たんぽぽくらぶ」相談員◆３人…

発達支援センター指導員◆１人…

生活指導員◆18人程度…

小･中学校等の非常勤職員（スタディ
･サポーターほか）と臨時職員の募集

14 ●
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12,000

10,000

9,000

15,000

16,000
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（t）（t）

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
東
海
村

の
ご
み
の
減
量
化
は
着
実
に
進
ん
で
い
ま

す（
表
１
）。
今
年
度
９
月
ま
で
の
処
理
量

は
、
前
年
と
比
べ
約
１
１
７
０
ト
ン
の
減

で
、
１
か
月
当
た
り
に
す
る
と
約
２
０
０

ト
ン
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す（
表
２
）。

　

今
後
も
ご
み
の
な
い
東
海
村
を
目
指

し
、
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
な
買
い
物

や
、
ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
た
再
資
源

化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
今
年
度
か
ら
、
自
治
会
や
子
ど

も
会
な
ど
へ
の
再
生
資
源
分
別
回
収
報
奨

金
の
単
価
を
引
き
上
げ
ま
し
た（
表
３
）。

引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問

合

せ 

経
済
環
境
部
ご
み
ゼ
ロ

推
進
課（
☎
282
局
７
２
８
９
）

（表１）ごみ処理量の年度別推移

12 13 14 15 16 17 18 19
（年度）（年度）

　　可燃ごみ　　不燃ごみ 

1,200

600

1,000

800

400

200

1,400

４

（表２）月別ごみ処理量の比較

　　平成19年度　　　平成20年度 

新聞
雑誌
ダンボール
その他の紙
布類
ビン類

５円／㎏

空き缶類
乾電池・蛍光灯

不燃ごみ

ペットボトル
プラスチック類

５円／㎏

紙パック 10円／㎏

新聞
雑誌
ダンボール
その他の紙
布類
ビン類
空き缶類
乾電池・蛍光灯

７円／㎏

ペットボトル
プラスチック類
紙パック

15円／㎏

（表３）再生資源分別回収報奨金

〈改正前〉 〈改正後〉

0

（月）

（年度）（年度）

（t）（t）

５ ６ ７ ８ ９

皆

ん
の
ご
協
力

、
東
海
村

東
海
村
の
ご
み
は
こ
れ
だ
け
減
量
さ
れ
て
い
ま
す

東
海
村
の
ご
み
は
こ
れ
だ
け
減
量
さ
れ
て
い
ま
す

●●期　　日 期　　日 11月23日（日）11月23日（日）

●●時　　間 時　　間 午前８時45分～午後３時30分午前８時45分～午後３時30分

●●場　　所 場　　所 東海文化センター東海文化センター

●●内　　容 内　　容 見るもよし…中国雑技団ショー、仮面ライダーキバショーなど見るもよし…中国雑技団ショー、仮面ライダーキバショーなど

食べるもよし…サツマイモ入りふるさと大鍋、東海風お好み焼き、焼きいもなど食べるもよし…サツマイモ入りふるさと大鍋、東海風お好み焼き、焼きいもなど

体験するもよし…サツマイモのつかみ取りをする「ジャンジャン取り」、積み上げ体験するもよし…サツマイモのつかみ取りをする「ジャンジャン取り」、積み上げ

たサツマイモの高さを競う「いも積み競争」、サツマイモの収穫たサツマイモの高さを競う「いも積み競争」、サツマイモの収穫

を体験する「いも掘り探検隊」などを体験する「いも掘り探検隊」など

●●問 合 せ 問 合 せ 東海I ～ MOのまつり運営協議会（経済環境部経済課内 ☎282-1711 内線1438）東海I ～ MOのまつり運営協議会（経済環境部経済課内 ☎282-1711 内線1438）

　今回で14回目となる「東海I～ MOのまつり」は、東海村の特産品であり健康食品として親し　今回で14回目となる「東海I～ MOのまつり」は、東海村の特産品であり健康食品として親し

まれている「サツマイモ」が主役の祭典です。「見るもよし・食べるもよし・体験するもよし」のまれている「サツマイモ」が主役の祭典です。「見るもよし・食べるもよし・体験するもよし」の

３拍子そろった楽しさ盛りだくさんの祭りに、皆さんお誘い合わせの上、ぜひご来場ください。３拍子そろった楽しさ盛りだくさんの祭りに、皆さんお誘い合わせの上、ぜひご来場ください。

第14回「東海Ｉ～ＭＯのまつり」第14回「東海Ｉ～ＭＯのまつり」

※分別や容器の洗浄等、手間が掛かるものは15円／㎏に
改正されました。
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平成 20 年 10 月１日現在
前月比

世 帯 数 13,776 世帯 ＋ 24
総 人 口 36,506 人 ＋ 72
男 18,349 人 ＋ 31
女 18,157 人 ＋ 41

人口と世帯数

11 月の納付

募集募集

リトミック（音楽を取り入れた教育手法）サー
クル「くれよん」の平成21年度新会員（平成21年
４月から１年間の活動）を募集します。
■活動日時 毎週火曜日
もも組（２歳児）は、午前10時～ 10時55分
そら組（３歳児）は、午前11時～ 11時55分

■場　　所 真崎コミュニティセンター、中央
公民館ほか　※見学は自由です。
■対　　象 平成17年４月～平成19年３月生
まれの幼児とその保護者
■内　　容 リトミック･季節の行事･紙芝居など
■会　　費 2,000円／月
■申し込み 無料体験会を11月18日（火）の午
前11時10分から11時30分まで、真崎コミュニ
ティセンターで実施後、申し込みを受け付け
ます。
■問 合 せ 大内薫さん（☎287-1761）

幼児リトミックサークル新会員募集幼児リトミックサークル新会員募集

お知らせ･ピック
ア
ッ
プいいいんんんふふふぉぉぉ

ょょょししし んんん電話番号 ☎ 282-1711（代表）

役
場
の
ーーーめめめ

納 期 限 平成20年12月１日（月）

納付種別

固定資産税 第３期分
国民健康保険税 第５期分
後期高齢者医療保険料 第５期分
圷土地改良区経常賦課金 後 期 分

■雇用区分 スタディ･サポーター◆中学校（数スタディ･サポーター◆中学校（数
学･英語･理科等）14人、小学校１人程度…学･英語･理科等）14人、小学校１人程度…担任担任
やや教科担任とのティーム･ティーチングによる指
導や児童生徒の学習サポートなどを担当します。
一日７時間･月～金曜日勤務。月額報酬228,000円～。
担当教科の教職員免許取得者であること。
小学校専科指導員◆理科１人、図画工作１人、小学校専科指導員◆理科１人、図画工作１人、
音楽１人…音楽１人…学級担任とのティーム･ティーチング
による指導、教科指導の改善などを担当します。
一日７時間･月～金曜日勤務。月額報酬228,000円
～。担当教科の教職員免許取得者であること。
学校図書館指導員◆８人…学校図書館指導員◆８人…図書館資料の管理･提
供、読書指導等のサポートなどを担当します。
一日７時間･月～金曜日勤務。月額報酬172,000円
～。司書教諭または司書の有資格者であること。
適応指導教室「たんぽぽくらぶ」相談員◆３人…適応指導教室「たんぽぽくらぶ」相談員◆３人…
児童生徒や保護者に対するカウンセリング、生
活･学習支援、不登校傾向にある児童･生徒への
アプローチなどを担当します。一日６時間･月
～金曜日勤務。月額報酬147,000円～。教職員
免許取得者であることが望ましい。
発達支援センター指導員◆１人…発達支援センター指導員◆１人…障がいのある
児童生徒への生活･学習の個別支援や保護者への
教育相談などを担当します。一日８時間･月～金
曜日勤務。時給1,070円。教職員免許状取得者。
生活指導員◆18人程度…生活指導員◆18人程度…障がいのある児童生徒
への生活･学習支援などを担当します。一日７
時間･月～金曜日勤務。時給1,350円。教職員免
許取得者であることが望ましい。

■雇用期間 平成 21年４月１日から１年間（生
活指導員および発達支援センター相談員は６か
月ごとに最長１年まで更新可）

■選考日と選考方法 12 月６日（土） 面接試験
■申し込み・問合せ 教育委員会（役場行政棟４
階　内線1416）備え付けの履歴書に所定事項を
記入の上、11月25日（火）まで（土･日曜日･祝日
を除く平日の午前８時30分～午後５時15分）に、
教育委員会へ申し込みください。※報酬･賃金
については、採用時に若干変更される場合があ
ります。

小･中学校等の非常勤職員（スタディ小･中学校等の非常勤職員（スタディ
･サポーターほか）と臨時職員の募集･サポーターほか）と臨時職員の募集

週１～２回、ご自分のペースに合わせて卓球
を楽しんでみませんか？　経験を問わず、卓球
の好きな方ならどなたでも参加できます（硬球･
ラージの両方とも可能）。
■活 動 日 水曜日または土･日曜日（原則とし
て週１～２回）
■場　　所 中丸コミュニティセンター
■対　　象 村内在住・在勤・在学の方　※男
女･年齢は問いません。
■申し込み・問合せ 11月19日（水）午後３時
からの練習時（中丸コミュニティセンター ･
ホール１）で申し込むか、秋葉光一さん（須和
間卓球クラブ会長　 ･FAX282-2691）へ、申
し込みください。

須和間卓球クラブ会員の募集

（t）

（年度）（年度）

（t）

東
海
村
の
ご
み
は
こ
れ
だ
け
減
量
さ
れ
て
い
ま
す

●期　　日 11月23日（日）

●時　　間 午前８時45分～午後３時30分

●場　　所 東海文化センター

●内　　容 見るもよし…中国雑技団ショー、仮面ライダーキバショーなど

食べるもよし…サツマイモ入りふるさと大鍋、東海風お好み焼き、焼きいもなど

体験するもよし…サツマイモのつかみ取りをする「ジャンジャン取り」、積み上げ

たサツマイモの高さを競う「いも積み競争」、サツマイモの収穫

を体験する「いも掘り探検隊」など

●問 合 せ 東海I ～ MOのまつり運営協議会（経済環境部経済課内 ☎282-1711 内線1438）

　今回で14回目となる「東海I～ MOのまつり」は、東海村の特産品であり健康食品として親し

まれている「サツマイモ」が主役の祭典です。「見るもよし・食べるもよし・体験するもよし」の

３拍子そろった楽しさ盛りだくさんの祭りに、皆さんお誘い合わせの上、ぜひご来場ください。

第14回「東海Ｉ～ＭＯのまつり」
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11 月の休日診療日程
診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
期日 病医院名 電話番号
16日（日）東海クリニック 283-1711
23日（日）村立東海病院 282-2188
24日（月）茨城東病院 282-1151
30日（日）東原クリニック 283-2301
救急医療機関をお探しのときは… 電話番号
茨城県救急医療情報コントロールセンター

（毎日･24時間対応）
241-4199

茨城子ども救急電話相談（毎日･午後６時30分～10時30分）

電話番号
254-9900
#8000（プッシュ回線用加入電話、携
帯電話 NTTDoCoMo･KDDI･SoftBank）

催し物（講演会ほか）催し物（講演会ほか）

11月は児童虐待防止推進月間です。児童虐待
を防ぐには、その発生予防から早期発見･早期
対応に加え、アフターケアに至るまでの総合的
な対策が効果的に実施されることが重要です。
そのためには、当事者だけではなく、周りのす
べての人たちが児童虐待についての関心を持
ち、理解を深める必要があります。今回の講演
会は、「児童虐待を減らすために～村民一人ひ
とりができること」と題して開催します。
■日　　時 11月21日（金）　午後２時～４時
■場　　所 役場行政棟５階（原子力視察研修室）
■講　　師 金丸隆太さん（茨城大学講師）
■参 加 費 無料
■そ の 他 保育サービスがあります（事前予
約制）。
■問 合 せ 福祉部社会福祉課子育て支援担当
（内線1184）

秋のひとときを、「おやこ劇場ゆめひろば」読
み聞かせの会による「読み聞かせ」と「音楽遊び」
で楽しみましょう。
■期　　日 11月21日（金）
■時　　間 午前10時30分～ 11時30分
■場　　所 中丸コミュニティセンター
■対　　象 村内在住の２歳以上の幼児とその親
■参 加 費 無料
■申し込み・問合せ 地域子育て支援センター
（百塚保育所内　☎270-5660）　※当日の午前
10時から10時30分まで、中丸コミュニティセン
ターで受け付けます（事前申し込みは必要あり
ません）。

「親子で楽しむ読み聞かせと音楽遊び」「親子で楽しむ読み聞かせと音楽遊び」

■日　　時 11月27日（木）　午前10時30分～11時
■場　　所 図書館（多目的ルーム）
■対　　象 ０歳～３歳の乳幼児とその保護者
■内　　容 読み聞かせ、手遊び、エプロンシア
ター、絵本紹介、子育てアドバイスなど。講師：
さいとう清子さん（元･村立保育所主任保育士）
■問 合 せ 村立図書館（☎282-3435）　※事前
申し込みは必要ありません。

「小さなおはなし会」「小さなおはなし会」参加
費

無　
料

ご家庭に心の病気を患う方がいる村内在住の
家族の方を対象に、本人に対する接し方や日ご
ろ抱えている不安や悩みについて､懇談･意見交
換等を行う「家族交流会」を開催します。
■期 日 11月21日（金）
■時　　間 午後１時30分～３時30分
■場　　所 なごみ･総合支援センター
■申し込み・問合せ なごみ･総合支援セン
ター（☎287-2525）

参加
費

参加
費

無　
料

無　
料

科学体験広場
「エネルギーワンダーステージ」
おしゃべりロボット「ソラ」と一緒に、エネル

ギー ･環境問題について楽しみながら学ぼう！

遊ぼう！　「知る！」「見る！」「触れる！」「作

る！」をテーマに、さまざまな角度から身近に

科学を体験できる入場無料の催し物です。

●日　　時 11月28日（金）～ 30日（日）　午前10

時～午後４時

●場　　所 東海文化センター

●内　　容 「知ってみよう」…実験クイズ

ショー、「見てみよう」…実験テーブル、「触

れてみよう」…体験型展示物、「作ってみよう」

…工作教室

●問 合 せ 財団法人大阪科学技術センター普

及事業部（☎06-6443-5318）

今年度の人権教育講演会では、生活哲学とし
ての「江戸しぐさ」を取り上げます。
人を思いやり、自分自身も誇りを持って生きる

ためのこの生活の知恵について、「肩引き」や「傘
かしげ」など、実演を交えながら分かりやすく紹
介していきます。
■日 時 11月29日（土） 午後２時～３時30分
■場 所 総合福祉センター「絆」多目的ホール
■定 員 150人（先着順）
■内 容 演題「今に活かす江戸の知恵」
■講 師 辻川牧子さん（「江戸楽校」主宰）
■申し込み・問合せ 11月14日（金）以降に、教
育委員会社会教育課生涯学習担当（内線1425）
まで、電話で申し込みください。

「児童虐待を減らすために」講演会「児童虐待を減らすために」講演会

家族交流会のお知らせ家族交流会のお知らせ

参加
費

参加
費

無　
料

無　
料「平成20年度人権教育講演会」「平成20年度人権教育講演会」
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米のとぎ方や包丁の持ち方など、食生活改善
推進員の方に教わりながら、料理を基本から始
めます。男性の皆さん、この機会に料理を作る
楽しさを味わってみませんか。
■期　　日 11月15日（土）
■時　　間 午前９時30分～午後１時
■場　　所 石神コミュニティセンター
■講　　師 食生活改善推進員
■参 加 料 無料
■申し込み・問合せ 東海村食生活改善推進員
連絡協議会（保健センター内　☎282-2797）

■日　　時 12月12日（金）　午後１時30分～４時
■場　　所 保健センター（検診ホール）
■対　　象 村内在住の方
■内　　容 ①「睡眠と健康について」…講師：
加藤稔さん（茨城東病院臨床検査技師）　②
「睡眠とアロマ」…講師：大村文子さん（ＪＡＡ
協会アロマコーディネーター ･インストラク
ター）
■申し込み・問合せ 11月21日（金）までに保
健センター（☎282-2797）へ申し込みください。

「睡眠と健康」についての講演会「睡眠と健康」についての講演会参加
費

参加
費

無　
料

無　
料

昭和63年４月2日から平成元年４月1日まで
に生まれた方で、東海村に住民登録がある方に
は「2009東海村成人の集い」案内状を郵送しま
す。なお、学校・仕事の都合等により、現在は
東海村に住民登録のない方でも参加できますの
で、お早めにご連絡ください。
■日　　時 平成21年１月10日（土） 午前10時～正午
■場　　所 東海文化センター
■申し込み・問合せ 教育委員会社会教育課生
涯学習担当（内線1424）

「2009成人の集い」を開催「2009成人の集い」を開催

入場は無料となっておりますので、お気軽に
ご来場ください。
■日 時 11月16日（日） 午後２時～４時（開
場：午後１時30分～）

■場　　所 東海文化センター
■内 容 第１部…中丸小学校リコーダーク
ラブ　第２部…県立佐竹高等学校吹奏楽部
（サクソホン共演に野村英樹さん）
■問 合 せ 中丸コミュニティセンター（☎287-2128）

■日時・内容・場所

■対　　象 村内在住で、今年度特定健康診査
を受診された方で、メタボリック症候群非該
当者およびメタボリック症候群予防に関心の
ある方。※定員は20人
■申し込み・問合せ　11月28日（金）までに、保
健センター（☎282-2797）へ申し込みください。

期 日 時間 内 容 場 所

12月８日（月）９:30～13:00
管理栄養士による
講話と調理実習

総合福祉
センター「絆」12月12日（金）13:30～15:30

検診結果の見方と
簡単な運動

12月19日（金）９:30～11:30
「食生活を振り返
ろう」

12月24日（水）９:30～10:30 運動教室 総合福祉
センター「絆」

平成21年
１月16日（金）

９:30
～11:30

「お正月の食事を
振り返ろう」

総合福祉
センター「絆」

１月23日（金）

９:30
～10:30 運動教室

中丸コミュニティ
センター

１月28日（水） 総合福祉
センター「絆」

２月13日（金） 中丸コミュニティ
センター

３月３日（火）９:45～11:00 修了式等 総合福祉
センター「絆」

「心と身体のスリム化計画」を開催

平成21年１月17日（土）午後５時30分から、東海文化センターでFM

ラジオ番組「気ままにクラシック」の公開録音を行います（開場は午

後４時30分～）。司会者の笑福亭笑瓶さん、幸田浩子さん（ソプラノ

歌手）とゲストの工藤重典さん（フルート奏者）ほかによる、音楽と

おしゃべりの楽しいひとときを一緒に過ごしてみませんか。

■申し込み 往復はがきの往信用裏面に①郵便番号②住所③氏名④

電話番号――を、返信用表面に①郵便番号②住所③氏名――を記

入の上、東海文化センター「気ままにクラシック」係（〒319-1115　

東海村船場768番地１）へお送りください（12月12日（金）必着）。※応

募者多数の場合は抽選になります。なお、入場は無料です（未就学

児の入場はできません）。

■問 合 せ 財団法人東海村文化･スポーツ振興財団（東海文化セ

ンター内　☎282-8511）

NHK‐FM放送「気ままにクラシック」公開録音のお知らせ

メタボリック症候群予防教室
参加
費

無　
料

幸
田
浩
子
さ
ん

幸
田
浩
子
さ
ん

笑福亭笑瓶さん笑福亭笑瓶さん

工藤重典さん工藤重典さん

「男性のための料理教室（初心者クラス）」「男性のための料理教室（初心者クラス）」

(c) 堀田力丸(c) 堀田力丸

第８回中丸ふれあいコンサート第８回中丸ふれあいコンサート
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エトセトラエトセトラ

国土交通省では、住生活に関する実態や居住
者の意向・満足度等を把握するための調査とし
て、「平成20年住生活総合調査」を11月24日（月）
から全国で実施します。この調査は５年ごとに
実施され、調査結果は「住生活基本法」に基づく
住生活の安定・向上に係る施策の基礎資料にな
ります。11月24日から調査の対象となった世帯
に「調査員証」を携行した村の職員が伺いますの
で、調査へのご協力をお願いします。
■期　　間 11月24日（月）から12月７日（日）まで
■対　　象 全国から抽出された約10万世帯
（東海村では88世帯）が対象となります。
■調査方法 調査期間内に村の職員が世帯を訪
問し、調査票を配布･回収します。

■問 合 せ 建設水道部都市政策課施設整備担
当（内線1247）

「平成20年住生活総合調査」にご協力を「平成20年住生活総合調査」にご協力を

■期　　日 11月23日（日）
■時　　間 午前９時～正午
■場　　所 東海村消防本部･消防署（会議室）
■対　　象 普通救命講習未受講の方または普
通救命講習修了証を交付されてから２年が
過ぎている方（修了証をお持ちください）。

■定　　員 先着20人（最少催行人員５人）
■内　　容 心肺蘇生法やＡＥＤ（自動体外式
除細動器）の使用法、止血法などを実技中心
で学びます。

■参 加 費 無料
■そ の 他 ①動きやすい服装でご参加くださ
い。②受講者には普通救命講習修了証を交付
します。

■申し込み・問合せ 11月22日（土）までに、消
防署救急救助担当（☎282-2038）へ申し込みく
ださい。※職場･地域･グループ･サークル等、
５人以上であればいつでも開催しますので、
お気軽にご相談ください。

胃がん検診の未受診者検診について
村では、６月から８月にかけて実施した胃が

ん検診を受診されていない方を対象に、追加検
診を実施しますので、ご希望の方は申し込みく
ださい。
■期　　日 12月12日（金）、13日（土）
■受付時間 午前７時30分～９時30分
■場　　所 保健センター
■受 診 料 無料
■対　　象 村内在住の30歳以上の方で、①総合
検診を受診しなかった方、②１月の健康診査調
査票で申し込みをされなかった方、③最近転入
された方

■申し込み・問合せ 11月19日（水）までに、保
健センター（☎282-2797）へ電話で申し込みく
ださい。

■期　　日 11月22日･29日･12月６日のそれぞ
れ土曜日（全３回）
■場　　所 社会福祉法人「はまぎくの会」地域活
動支援センター「ふわり」（ひたちなか市柳沢2831）
■定　　員 10人
■内　　容 講義として①「ボランティア活動に
ついて」②「精神保健福祉の基礎知識」③「精神の
疾病について」④「発病後のケア」⑤「障害者の自
立について」⑥地域づくり」――があります。また、
12月から平成21年１月の間に平日３日間以上の施
設実習を行います。なお、平成21年１月下旬には
修了証書の授与式を予定しています。
■講　　師 中村恵さん（県立友部病院医師）ほか
■受 講 料 1,000円（資料代等）
■申し込み・問合せ 社会福祉法人「はまぎく
の会」（☎264-1500）へ申し込みください。

「精神保健福祉ボランティア養成講座」「精神保健福祉ボランティア養成講座」

■日 時 11月29日（土）･12月６日（土）の２
日間　午後１時～４時30分
■場　　所 茨城県女性プラザ男女共同参画支
援室（水戸市三の丸１-７-41）
■内 容 ①茨城県の最近の創業動向、創業
の動機と成功のポイント②創業チャレンジ相
談会③女性ならではの「起業･創業」④創業体験
談⑤開業資金計画の立て方と創業にかかる融
資制度の案内――ほか
■定　　員 創業に関心のある、または創業し
て間もない女性（男性も可）、40人程度（先着順）
■参 加 費 無料
■問 合 せ 茨城県女性プラザ男女共同参画支
援室（☎233-3982）へお問い合わせください。

女性のための創業支援セミナー（入門編）女性のための創業支援セミナー（入門編）

普通救命講習会普通救命講習会

「経営セーフティ共済」（中小企業倒産防止共済
制度）は、取引先の突然の倒産が原因で、経営悪
化の危機に直面してしまったときに資金を借り入
れることができる制度で、中小企業を守るために
つくられた国の共済制度です。無担保･無保証人で、 
積み立て掛け金の10倍の範囲内（最高3,200万円）で
被害額相当の共済金が借り入れでき、毎月の掛け
金も税法上必要経費または損金に算入できます。
詳しい内容の問い合わせと加入の申し込みは、

最寄りの商工会や商工会議所、青色申告会、金
融機関の本支店の窓口でも受け付けています。
■問 合 せ 独立行政法人中小企業基盤整備機
構共済相談室(☎050-5541-7171　ウェブサイト
http://www.smrj.go.jp/kyosai/index.html） ※電話
での問い合わせの時間は、平日の午前９時～
午後７時と土曜日の午前10時～午後３時です。

「経営セーフティ共済」のご案内「経営セーフティ共済」のご案内
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となりのまちからとなりのまちからとなりのまちからとなりのまちから

イベントガイドイベントガイドイベントガイド

ひたちなか市●第57回勝田全国マラソン大会
毎年、全国から１万人のランナーが集う市民

マラソンの祭典に奮ってご参加ください。
◆期　　日 平成21年１月25日（日)　雨天決行
◆対　　象 高校生以上の日本陸連登録者また
は一般アマチュア競技者
◆参 加 費 一般（フルマラソン）…3,500円　一般
（10㎞）…3,000円　高校生…2,500円
◆参 加 賞 大会オリジナルＴシャツ、完走（乾
燥）いも、完走証（当日のみ発行）
◆そ の 他 「フルマラソンの部」上位入賞者（男
女･若干名）をボストンマラソンに派遣します。
◆申し込み・問合せ 11月30日（日）（当日消 印
有効）までに、所定の申込用紙に必要事項を記
入の上、参加費を添えて郵便局より振り込む
か、勝田全国マラソン大会事務局（〒311-1292
ひたちなか市和田町２-12-１ ひたちなか市教
育委員会生涯学習課内　☎262-5615）または松
戸体育館（ひたちなか市
松戸町２-６-１ ☎274-
8273）へ申し込みくだ
さい。なお、ウェブサ
イト･携帯サイト（http://
www.runnet.jp）からも申
し込みができます。

大洗町●第12回「大洗あんこう祭」
◆日　　時 11月23日（日） 午前９時30分～午
後３時

◆場　　所 大洗マリンタワー前芝生広場（東茨
城郡大洗町港）
◆内　　容 あんこう汁配布（2,000食）、アンコ
ウのつるし切り、郷土芸能の披露、キャラク
ターショー、乗り物コーナーほか
◆問 合 せ 大洗町商工観光課（☎267-5111）

常陸太田市●常陸太田秋まつり2008
◆期　　間 11月23日（日）～ 24日（月）
◆場　　所 常陸太田市（鯨ケ丘）東一町～東三町
◆内　　容 地産地消関係事業、物産品展示即
売･特産品直売、常陸秋そば食べ歩き、各種
アトラクションなど
◆問 合 せ 常陸太田秋まつり実行委員会（常
陸太田市商工観光課内　☎0294-72-3111）

11月９日から15日は
秋季全国火災予防運動週間です
火のしまつ　君がしなくて　誰がする

火災が発生しやすい季節――次の「火の用心７

つのポイント」を守り、みんなで「火の用心」を心

掛けましょう。

①家の周りに燃えやすい物を置かない。②寝た

ばこやたばこの投げ捨てをしない。③天ぷらを

揚げるときは、その場を離れない。④風の強い

ときは、たき火をしない。⑤子どもにはマッチ

やライターで遊ばせない。⑥電気器具は正しく

使い、タコ足配線をしない。⑦ストーブには燃

えやすい物を近づけない。

●問 合 せ 消防本部予防課予防担当（☎282-

2038）

　土壌消毒などに使用されている土壌燻
くん

蒸薬剤
（Ｄ－Ｄ、ドロクロール類）の空き缶を回収します。
■日　　時 11月26日（水） 午前９時～午後３
時 （正午～午後１時を除く）

■場　　所 ＪＡひたちなか東海支店
■費　　用 100円／缶（当日現金で徴収します）
■搬入条件 ①缶の中を乾燥させ、臭気の無い
もの ②缶の上部と底部に直径10㎝以上の穴
を開けたもの（当日会場に穴を開ける道具を
用意します） ※搬入条件が守られない場合は
回収できません。

■問 合 せ ＪＡひたちなか東海配送センター
（☎282-0203）

土壌燻蒸薬剤の空き缶を回収します土壌燻蒸薬剤の空き缶を回収します

村では、軽油使用料の削減と地球環境への配

慮のため、ご家庭や公共施設などで使用済みと
4 4 4 4 4

なった天ぷら油などの食用油
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

（廃食用油）を原料

に、「リサイクルプラザとうかい」でバイオディー

ゼル燃料（ＢＤＦ）を製造し、村の公用車（ディー

ゼル自動車）の燃料として活用する予定です。

皆さんのご家庭で使用済みとなった植物性の食

用油（廃食用油）のご提供をお願いします。

▼廃食用油の提供方法 ＢＤＦ製造に活用でき

るのは、植物性の食用油に限られます。使用

済みの食用油を、おおむね500ミリリットル

以下のプラスチック製容器（ペットボトル等）

に入れ、キャップ（ふた）をしっかり閉めてこ

ぼれないように封入してください。

▼廃食用油の回収場所 11月１日（土）以降継続

して、石神･村松･白方･真崎･中丸･舟石川の

各コミュニティセンターと「リサイクルプラ

ザとうかい」（村松2087番地、清掃センター内）

に専用回収ボックスを設置しますので、各休

館日を除く午前９時から午後４時までに容器

（ペットボトル等）ごと投入してください。

●問 合 せ 経済環境部環境政策課環境計画推

進室（内線1453）

ご家庭で使用済みの食用油
（廃食用油）を提供してください
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と
う
か
い
11
月
10
日
号

わ
が
家
に
待
ち
に
待
っ
た
天
使
が
舞

い
降
り
て
き
た
時
、
夫
は
私
の
隣
で
手

を
握
っ
て
励
ま
し
て
く
れ
た
。

そ
し
て
、
生
ま
れ
て
き
た
優ゆ

う

の
顔
を

見
て
、
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
の
を

覚
え
て
い
る
。「
こ
の
笑
顔
を
い
つ
ま
で

も
見
て
い
た
い
」「
こ
の
寝
顔
を
食
べ
て

し
ま
い
た
い
」。
そ
う
思
っ
た
。

あ
れ
か
ら
も
う
３
年
…
。

だ
が
、
愛
す
る
私
た
ち
の
天
使
は
、

な
ん
と
怪
獣〝
優
ゴ
ン
〞
に
変
身
し
た
。

〝
優
ゴ
ン
〞
は「
い
や
い
や
」
を
連
発
し
、

顔
を
見
な
が
ら
い
た
ず
ら
を
す
る
。
顔

は
ふ
か
せ
て
く
れ
ず
、逃
げ
回
る
。
ジ
ャ

ン
グ
ル
ジ
ム
の
上
で
ほ
え
る
娘
…
。
共

働
き
の
私
た
ち
夫
婦
に
と
っ
て
は
、
ま

さ
に
奮
闘
の
毎
日
！　

お
互
い
に
時
間

差
勤
務
で
、
一
緒
に
休
み
を
取
れ
る
の

は
月
に
３
日
ほ
ど
。
そ
ん
な
時
間
に
追

わ
れ
る
私
た
ち
を
、
娘
は
毎
朝
き
ち
ん

と
困
ら
せ
て
く
れ
る
。

そ
れ
で
も
、
食
事
も
洗
濯
も
保
育
園

の
送
り
迎
え
も
、
夫
が
協
力
し
て
く
れ

る
か
ら
こ
そ
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
と

思
う
。
私
の
仕
事
が
忙
し
く
な
る
と
、

夫
は「
い
い
よ
、
大
丈
夫
。
俺お

れ

が
い
る
」

と
声
を
掛
け
て
く
れ
る
。
ま
た
、
職
場

の
上
司
は
時
間
ぎ
り
ぎ
り
に
小
走
り
で

出
勤
す
る
私
を「
ご
苦
労
さ
ま
で
す
」と

迎
え
て
く
れ
る
。
私
は
い
っ
た
い
ど
れ

だ
け
の
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
と
思
う
。

そ
し
て
、
優
も
怪
獣
の
殻
を
少
し
ず

つ
脱
ぎ
、
お
姉
さ
ん
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る
。
二
人
目
を
授
か
り
、
お
腹
が
大

き
く
な
っ
て
き
た
私
を
気
遣
い
、
起
き

上
が
る
時
に
は
手
を
貸
し
て
く
れ
る
。

私
が
お
腹
を
さ
す
っ
て
い
る
と
、「
治
れ

治
れ
〜
」と
小
さ
な
手
を
か
ざ
し
て
く
れ

る
。「
マ
マ
の
大
事
な
大
事
な
優
ち
ゃ
ん

が
い
る
か
ら
大
丈
夫
だ
よ
」と
頭
を
な
で

て
く
れ
た
り
も
す
る
。
そ
ん
な
優
と
一

緒
に
い
る
と
、
と
て
も
温
か
い
気
持
ち

に
な
れ
る
。

「
共
働
き
だ
か
ら
こ
そ
、
優
と
一
緒
に

い
る
時
は
、
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
注
い

で
あ
げ
た
い
」。
ず
っ
と
そ
う
思
っ
て
き

た
。
で
も
実
際
は
、
優
の
小
さ
な
手
の

大
き
な
愛
に
包
ま
れ
て
い
る
の
は
私
た

ち
の
方
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

マ
マ
の
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
て
き
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
大
変
な
こ
と
も
い
っ

ぱ
い
あ
る
け
ど
、
と
っ
て
も
楽
し
い
よ
！

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
！　

大
好
き

だ
よ
、
優
ち
ゃ
ん
。

わ
が
家
の

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記

子
育
て
奮
戦
記
●●
表
紙
の

表
紙
の[[

ひ
と
ひ
と]]

深深ふ

か

や

ふ

か

や谷谷
恵恵え

み

こ

え

み

こ

美
子
美
子

〈東海村公式ホームページ〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

「広報とうかい」は、環境に配慮して「大豆インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-92

夢は…。“サッカー選手”

照沼小学校５年●照
て る ぬ ま

沼聖
き よ は る

春

僕の夢はサッカー選手になることです。僕は６歳の

ころからスポーツ少年団でサッカーを習っています。最

初のころは試合に出てもあまりボールに触れることが

できませんでしたが、毎日練習を続けていると得点を

決められるようになってきました。

「パスを回し、ゴールを決めたら、みんなで喜ぶ」と

いうのがサッカーの魅力だと思います。中学校へ行っ

ても高校に行っても、サッカーを続けたいです。そして、

今は下位の「水戸ホーリーホック」に入り、J１昇格の原

動力になりたいです。いいプレーをして、たくさんの得

点を決め、サポーターと共に喜びや感動を分かち合い

たいです。

その夢をかなえるために、少年団のコーチの話をよ

く聞いたり、プロのプレーを見たりして自分もいいプ

レーができるように練習を続けたいと思います。

ちびっこ
美術館

運動会

　保育園の運動会でリレーを走った

時の様子を描いてくれた碧海くん

（６歳）。「僕が走った白組が勝った

んだよ！　走るの大好き、気持ちい

い！」と少し照れながらも、うれし

そうに話してくれました。

●おおぞら
保育園 山

や ま だ

田碧
あ お い

海くん




